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【事業報告者】

【事業の概要】

1.事業名称又は課題
日仏整 形 外 科 在 拠 研 修 プログラムの継 続

申請団体ノ

代表者名
大 橋 弘嗣

※個 人 申請 の場 合 は申請 者 名 を記 入

住 所
T530-0012
大阪 市 北 区芝 田 2丁 目 1039

TEL

FAX

担当者名

自宅住所 TEL

mailアドレス

日仏整 形 外科合 同会議 の開催

2.共催及び後援等支援団体名
日拡 整 形 外 科 学 会

3.助成金額と申請時の助成金の使途 (実際の使途は、6.会 計報告に記入して下さい)

(※ 他の機関からの助成がある場合は、この事業に要する総費用  400,000円 )
く当 初 の 助 成 金 の使 途 〉 ※ 当初の予定と差異 が発 生している場合 は、理 由を記 入 して下さい

交換研修医の渡航費用と滞在費の一部を援助



4.事業の実施概要

プログラムには 4名 の のメンノミー

子いま Lンたところ、いずれの こフランスの先 生 とコン いるた

に積極的であり、かつ優秀であったために 4名 と【ゝ合格よtンまlンたハ

5.実施した事業の成果及び改善点

_塗塾』整重量上至変埜五埜逐生■のアイデア、技術、臨床成績などの習得 は十分にかつ
野だけではなく、フランス人と友好関係を築いたり

文化的交流を行ったりと幅広い成果が得られていると考えております。

たので、これからもできるだけ全金を集めて多くの先生方に安心して日仏の交流ができるよう

日生整形外科学会としてサポートしていきたいと考えておりますので、今後とやゝご協力の程

よろしくお願いいたします。



帰朝報告

千早病院整形外科  菊池克彦

私は H27.9月 より3か月間 Parisと Lyonで研修する機会を頂きました報告させて頂きま

す。

Clinique Jouvenet,Institut de la lnain(Paris)

最初の6週間、パリ16区にあるClinique Juvenet,Institut de la mainで 研修しました。

Institut de la mainは 有名な PrO二 Tubianaが設立した private cliniqueで す。PrOi

Tubianaは亡くなりましたが、13名 の上肢専門の医師により年間約 7000例の手術が行わ

れています。ここは、フランスだけでなく各国からの residentや visitorを受け入れてお

り、私がいた時もスペイン、ルーマニア、イタリア、アルジェリア、香港からの resident、

visitorが いました。手術は日本と違って手洗い看護師がおらず、器械出しを residentが

行っていました。また、手術室内のリカバリールームで患者は麻酔がかかっている状態で

待機しています。術者はひたすら手術室を行ったり来たりして手術をこなします。私は主

に手関節鏡で有名なPrOi A/1athOulinに ついていましたが、午前中あるいは午後だけで 10

件近くの手術が予定されておりました。Pro二 Mathoulinの 手関節鏡は見事で SL靭帯修復
十TFCC縫合は 20分くらいで済んでしまいます。その他の疾患も可能な限り鏡視下でされ
ており、waferや radial sty10idectOmy、 4‐ corner fusion、 舟状骨偽関節手術など教科書で

しかみたことがないような鏡視下手術を直接見ることができました。Proi MathOulinは と

ても明るく、手術中も周りを笑わせたり得意の歌で患者 (awakeです)や私達を魅了してい

ました。私を見ると直ぐに手洗いをして来いと言ってくれ直接手術に入ることができとて

も勉強になりました。また、手外科手術でも PrOi MathOulinは ルーペを用いず細い老眼

鏡だけで大抵の手術をされていたのがとても印象的でした|

Pro二 Mathoulinの手術がないときは Mme.Leclercqの 手術を見ていました。A/1me.

Leclercqは とても厳しい先生で、あの緊張が張り詰めた手術室の雰囲気は忘れられません。

あるresidentは Mme.Leclecqの 手術が終わった夜はちょっとした partyの ようにお酒を

飲むんだと言つておりました。手術は手外科一般からspastic handの手術等、様々な手術

をみせて頂きました。Mme.Leclercqの手術はとても丁寧でした。CA/1関節形成術はどの

先生も行っていましたが、大菱形骨摘出の時は、乱暴にみえることが多々ありました。し

かし、Mme.Leclercqの大菱形骨摘出は強引なところは全くなくいつも涼しい顔で大菱形

骨を一塊として摘出していました。そのコツを教えて頂きましたが、未だに私は汗びっし

ょりになりながらやっています。A/1me.Leclercqは私達 visitOrを とても歓迎して下さり、

またとても大切にしてくれ、症例毎に丁寧に解説して下さりました。また、「私の名前はキ



ャロリンです」と上手な日本語を披露してくれた事も忘れられません

Institut de la mainで はそれぞれの医師が自分の好きなやり方で手術を行つていました。

CM関節症に対しても色々な方法で suspensiOnを行つたり、人工関節を行ったりしていま
した。あるスタッフに、これだけ症例があるので、どのやり方が一番良いか比べたりして

いないか聞いたところ、比べたデーターはないが、自分のやり方の長期成績は問題ないか

らこのやり方でやっていると言われました。フランスの外科医はこだわりを持つて手術を

すると聞いたことがありましたが、まさにその通りでした。

図 1.PrOi A/1athOulin(中 央)の手術風景。本当に小さな老眼鏡で手術をしています。また、

各国からの visitorにいつも囲まれています。

図 2.A/rme.Leclercqの手術風景。



Hopital Edouard Herrlot(Lyoづ

10月 半ばからLyonの Hopital Edouard HerriOtで 2週間研修しました。Hopital Edouard

Herriotは リヨン大学に併設する大学病院で、SOFJOの元会長である小林晶先生が勤務さ
れていた病院です。歴史は古く第二次世界大戦時にも活躍していた病院で、広い敷地に A
からTま での pavilllonカミ建っており、地下の通路で全て繋がっています。その通路は広い

敷地に張り巡らされているので長いのはもちろん、廊下の幅もかなり広く作られていまし

た。大戦時に トラックが通れるように作られたと聞きました。今はさすがに トラックは通

つておりませんでしたが、大きな牽引車が患者の寝ているベッドを引きながらpavilllo■ 間

を移動していました。整形外科はpavilllon Tに あり、上肢と下肢チームに分かれていまし

た。私は上肢チームの Proi Herzbergの もとで研修しました【 。PrO二 のもと5人のス
タッフがおり、スタッフは 1週間交代で外傷センター・救急外来を担当していました。毎

朝 7:30か ら救急外来・病棟・手術患者のカンファレンスがあり、8時から手術でした。救

急外来担当のスタンフはカンファレンス時に明らかに疲れているのが分かり、救急外来の

激務を表していました。救急外来の患者は pavilllo■ Gで初期治療が行われ、更に加療が必
要な場合はpavilllon Tで 定例手術に組み込まれます。大学病院の外傷センターからの症例

ということもあり、高エネルギー外傷が多く、上肢では肘関節・手関節脱臼症例や両側罹

患例が多くみられました。一日の手術件数は 5例くらいでちゃんと直介ナースがいました。

外傷以外の疾患では、Dupuytren拘縮の再手術や腕神経叢損傷の手術など手のかかる手術

もみられました。Pro二 Herzbergは人工手関節も研究されています。カンファレンスで高

齢者の模尺骨遠位端関節内骨折の症例が discussiOnさ れどうするか聞かれました。骨折は

関節面近くで、粉砕が強くロッキングプレー トだけで固定するのは難しいと思い、ロッキ

ングプレー トに創外固定を併用すると答えたところ、PrOiHerzbergは それも良い方法だ

が、自分の所ではこのような症例に対しては人工手関節を行い、早期可動城ヨ|1練が可能な

状態に持っていくと教えてくれました。幸運にも滞在中に、人工手関節の手術を見ること

ができました。日本では見たことがなかったのでとても勉強になりました。Pro二 Herzberg

は多忙を極めており、当然私との時間も限られておりましたが、assist Pro上 の Dr.Izemが

私をよく構つてくれました。カンファレンス後に毎朝美味しいコーヒーを飲みながら珍し

い症例を discussiOnすることが日課で、その他、手術の合間や手術後にも食事に連れて行

つてくれたりと本当に良くしてくれました。他の先生が帰朝報告で書かれているように、

みんな昼から当然の様にビールやワインを飲むのには驚きました。また、大学病院はpr持ate

cliniqueに比べると忙しいのではと聞いたところ、「確かに pr持ate cliniqueに比べると仕

事は多くバカンスも給料も少ない(で もちゃんと 3～4週間はとれると言つていました1)。 で
もここでは難しいけど面白い手術ができる。だからここに残っているんだ。Jと 目を輝かせ

ながら教えてくれました。何とも頭の下がる思いでした。また、たまたま上肢チームのシ

エアレジデントの Thesisが あり、PrO二 Herzbergから是非見に行くように言われました。



レジデントが研修中に自分でまとめた研究テーマを発表し、審査後合格すれば念願の

docteurに なれます その Thesisの会場には自分の同僚だけでなく、両親・親族ま

で来ておりました。本人はとても緊張しているようにみえましたが、docteurに なる最高の

瞬間を最愛の家族と味わえるなんて羨ましいなぁと思いました。貴重な瞬間に立ち会わせ

て頂いた PrO二 Herzbergに は感訪寸の気持ちで一杯です。

図 3.Thesisで。写真右のレジデントが宣誓を行うところです。審査する教授陣の前で、カ

メラを構えている親族の方々が見えます。

Chnique Charcot(Lyo]D

その後、同じくLyonの Clinique CharcOtの DL Lilleを訪ねました。Clinique Charcot

は private cliniqueで Dr,Latattetカ ミ設立した病院です。肩関節前方不安定症に対する

Latattet法の Dr.Lよtattetです。しかし、今は Clinique Charcotで は肩の手術をする先

生はいないとのことでした。Dr.Lilleは肩以外の上肢外科をされており、他医で行われて

経過が良くない難しい小児の上腕骨滑車冠状骨折再手術をとても見事にされていました。

また、CA/1関節症に対してのカップ&ノケット型人工関節は得意のようで、何度も勧められ

ました。Clinique CharcOtでは vsitorが 珍しい様で、co・medicalを含め皆さんにとても歓

迎されました。Dr.Lilleに は 1日市街にある、Meilleur Ouvrier de Franceに 選ばれた事の

あるシェフがいる bouchonに も連れて行ってもらい、名物料理とワインをご馳走になりま

した。本当に美味しかったです。また、Dr.Lilleが お生産にくれたその店のエプロンは私
の宝物となっています。2年後に日本に来ると言ってくれましたのでその日をとても楽しみ
しています


